
 
 

 

 

 

 

 

 

 

巻頭言 
「地方大学を取り巻く状況」 
 

電子部品・材料研究専門委員会委員長 

石井 清（宇都宮大学） 

 

本年度か ら電子部

品・材料研究会の委員

長を務めさせていた

だいておりますが、地

方の国立大学（独立法

人化後も国立大学の

名前は残っています）

に身を置く者として、

現状認識の甘さに対

するお叱りは覚悟の上で日頃感じていることを

少し書かせていただきます。 

国立大学は独立法人としてスタートを切りまし

た。少子化という波に逆らうことはできず、私立

大ともども「生き残り」を合言葉に様々な改革と

運営努力を進めています。JABEE 認定を含めた

FD(Faculty Development)、学部・大学院入試の多

様化、高専や他大学との様々な連携、さらには高

校との連携など、その他考え得るあらゆる方策が

「中期目標・中期計画」の名のもと検討・実施さ

れています。加えて、研究費は外部資金に依存し

なければならない状態になるとともに、産学連携

も一部強い義務感を持って進める状況が生まれ

つつあります。私立大と比べていまだ優遇されて

いるとは言え、国立大の混乱を含めた多忙さは増

す一方です。このことはほとんどの地方大学で大

差ない状況であろうと思います。自分の研究室の

学生と毎日顔を合わせている教授がどれほどい

るでしょうか。同様なことが学生にも及び、自分

の分野のバイブルを含めしっかり勉強している

大学院生がどれほどいるでしょうか。本研究会に

おいても大学院生の発表は多く、それらの質はど

んどん高度になっています。しかしそれが、学生

自身の成長を示しているかは多少疑問です。大学
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院生にとって研究イコール教育の面が強くあり

ますが、高度化した日本の研究は学部を卒業した

ばかりの学生では少し荷が重いはずです。学生が

単なる働き手であってはならないと思います。過

渡的な混乱が過ぎて、学生をじっくり育てる余裕

が生まれる時が早く来ることを望むばかりです。 

 もちろんこの機会は、大胆な大学改革や新しい

実験（教育における）が行えるチャンスでもある

わけです。その点においては我々大学の責務とし

て大いに前向きに考えるべきです。一方、大学の

リストラが今後進むことは間違いないでしょう。

文科省のバックアップとともに、少し大げさです

が理工系の世論とも言える工業界、経済界の「日

本の大学を育てる」というバックアップを強くお

願いしたい次第です。 

 ところで、エレクトロニクスの分野は就職の求

人が非常に多いにもかかわらず、高校生の人気が

低くなり、現在ではかなり憂慮すべき段階に来て

います。学会でも大きな問題として捉え、中学生

向けのイベントなどが行われていますが、本腰を

入れた取り組みが必要と思われます。高校生が興

味を持たない原因にはいろいろなことがあるで

しょうが、電子機器の集積化（ブラックボックス

化）が進み、中身が予想さえできない状態になっ

ていることが大きな原因と思われます。高校生に

対する出前授業などで、ＨＤＤの内部を分解し原

子磁石まで説明していくと彼らの目が輝いてく

るのがわかります。程度が低いかもしれませんが、

ゲルマニウムラジオで初めて電波や電流に興味

を持ってくれるようです。電子部品や材料のレベ

ルで電気を感じてもらうことはエレクトロニク

スに興味と夢を引き戻すために良い方法の一つ

ではないでしょうか。 

 最後に、電子部品・材料研究会の近況を報告し

ます。この分野はエレクトロニクスのハードウエ

ア技術を支える基礎分野です。現在は細分化・先

鋭化している分野がありますが、本分野はそれら

を横断的にカバーしています。そのため、研究会

発表論分数は共催を含めて１９２件（１６年度）

と多いですが、特徴付けが難しい部分もあります。

ただし、薄膜プロセスなどプロセス関係において

は常に多くの発表が行われ、半導体から磁性体ま

で材料を問わず最新の技術が発表されています。

今後、ナノ技術が応用の場面で広く利用されるに

従いプロセス関係はますます重要になっていく

ことが考えられます。関連研究会との共催も積極

的に進めていく予定です。 

 
著者略歴 

昭和５０年 東工大・工・電子卒、昭和５５年 東工大・大

学院博士課程電気工学専攻了、工博、昭和５５年 宇都宮

大工学部助手、現在 同大教授・工学部電気電子工学科。

ガスフロースパッタ法の開発、薄膜・ナノ粒子の作製と応

用に関する研究に従事。平成１５－１６年度、電子部品・

材料研究専門委員会副委員長、平成１７年度より同委員長 

 

 

平成 16 年度学術奨励賞受賞記 

 

竹中 充（東京大学） 

 

 この度は、伝統ある

学術奨励賞を授与いた

だき大変光栄に存じま

す。ご推薦頂いた学会

関係者の方々に深く御

礼申し上げます。また

本研究にあたりまして、

長年の間ご指導頂きました中野義昭教授、ならび

に関係者の方々に厚く御礼申し上げます。 

 今回受賞対象となりました「多モード干渉カプ

ラ型双安定半導体レーザを用いた全光フリッ

プ・フロップ動作」は、能動多モード干渉カプラ

を半導体レーザの共振器とすることで、従来困難

であった光リセット機能を可能とし、光ファイバ

通信用の全光フリップ・フロップを実現した報告

となっています。可飽和吸収帯を利用した双安定

性半導体レーザの歴史は古く、1980 年代後半から

1990 年代前半に掛けて盛んに研究されましたが、

実用的な光リセットの方法がなく全光デバイス



としての研究はあまり進展しませんでした。我々

はこの光リセットさえ可能になれば実用的な全

光フリップ・フロップが実現できると信じ、博士

課程のテーマとして研究を開始しました。研究当

初から、通常の半導体レーザに何かしらの導波路

構造を付加すれば光リセットができるという目

論見はあったのですが、最初の一年間は全く成果

を挙げることができず、辛い時期が続きました。

成果の出ない時期でも我慢強くご指導頂いた中

野教授には改めて感謝申し上げます。その後、方

向性結合器を共振器に組み込んだ半導体レーザ

において光リセット動作が可能であることが数

値計算により分かり､斜め蒸着による電極分離な

どプロセスの工夫によって実際に全光フリッ

プ・フロップ動作を実証することができました。 

 こうしてどうにか全光フリップ・フロップが実

現できたのですが、一般的に方向性結合器は作製

誤差に弱くデバイスが作り難い問題がありまし

た。この問題を解決できないかと本郷通りのカフ

ェで色々と思い悩んでいたときに、方向性結合器

以外のカプラでも同じことが出来ないかという

着想を得て､今回賞を頂きました多モード干渉カ

プラを共振器とする双安定性半導体レーザのア

イディアを思いつくことが出来ました。多モード

干渉カプラは幅広の導波路中でのモード間の干

渉を利用したデバイスで、作製誤差に強くまた小

型化も可能とあって、おもにパッシブ導波路での

3dB カプラとして広く利用されていました。これ

をクロスカプラとして共振器に組み込むことで、

２つの発振モード間の相互利得抑制により全光

フリップ・フロップ動作を得ることができます。

方向性結合器から多モード干渉カプラへ移行し

たことで、デバイスの作製も容易になり、より安

定した全光フリップ・フロップ動作が得られるよ

うになりました。初めて全光フリップ・フロップ

として動作したときのその興奮は今でもよく覚

えています。 

 近年世界的に光ルータの開発が盛んになって

きており、光 RAM や光パケット・ルーティング

など光ルータのコアとなるテクノロジーを実現

するデバイスとして全光フリップ・フロップの役

割が一層重要になりつつあります。我々は現在、

全光スイッチと組み合わせた全光パケット・ルー

ティングの実証や DBR ミラーを用いた単一モー

ド発振動作などの研究開発に取り組んでおりま

す。今回の受賞を励みとして、今後も光 RAM な

ど光集積回路の研究に精進し、光通信技術を発展

させ豊かな情報化社会を築く礎となれるよう努

力してまいりたいと思います。今後とも皆様のご

指導、ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。 

 
著者略歴: 
昭和 50 年 10 月 17 日生まれ、 
平成 10 年東京大学電子工学科卒業、 
平成 12 年同大学院工学系研究科電子工学専攻修士
課程修了、 
平成 15 年同大学院工学系研究科電子工学専攻博士
課程修了、 
同年、財団法人光産業技術振興協会研究員、 
以来、光パケットルータの研究開発に従事。  
 

 
平成 16 年度学術奨励賞受賞記 

 

高橋 英憲（KDDI 研究所） 

 

 この度は伝統ある賞

を授与頂き，大変光栄

に存じます．ご推薦下

さいました学会関係の

皆様方には深く御礼申

し上げます．思えば 5

年前の 2000 年，ちょう

ど光通信バブルの真っ

只中に本分野に参加す

ることになり，しばら

くして今回受賞の対象となりました可変分散補

償デバイスの研究を始めました．本デバイスは，

光ファイバの分散による信号劣化を適宜回復す

ることができ，良好な通信状態を保てることが特

長です．基本構成として，石英の平面光回路(PLC)

によるリング共振器を採用しました．ある日偶然

に共振波長付近の群遅延が減少するという奇妙

な現象を確認したことをきっかけに，物理モデル



の解析を進めながら，動作帯域の拡大に応用しま

した．研究を進める上で困難だった点として，超

高屈折率差導波路の作製手法改善や，複雑な動作

をする共振器の制御法などが挙げられます．さて，

しかし実はそれ以上に難しく感じていた問題が

ありました．恐らく皆様も幾度かご経験されたの

ではと推察しますが，場違いとは思いつつも折角

ですのでこの場をお借りしお伝えしたいと思い

ます． 

 私は基礎研究からじっくりとスタートするこ

とができたのですが，実は手放しで没頭できたの

はつかの間でした．今でこそ景気は上昇気配の様

ですが，光通信バブル崩壊の時に，本デバイスが

求められそうな場面が激減しました．それでも研

究を続行できたのは，周囲の暖かい理解があった

からだと思います．要は経済状況に翻弄されるわ

けですが，例えば某ベンチャー企業の方から「１

にマネージメント，2 にマネージメント，３，４

が無くて５に技術」という、技術より経済感覚こ

そ重視すべきとのお話を聞くにつけても，何か寂

しく感じたものでした．そもそも先端技術とは，

伸ばしてみないと本物かどうか分からないと思

いますし，現れるのが早すぎただけかもしれない

ので，とにかく長い目で見て育てるべきではない

かと思ってしまうのですが，どうしても，早め早

めに収支的にプラスになるかどうかという観点

から見られがちだと思います．私の知り合いも含

め，世界中の研究者から生み出されるはずであっ

た幻の技術が，今も地中深く埋まっているのでは

と思いますと，少々やりきれない気がいたします． 

 研究を通して感じた重要なことは，生かし所を

見極めるだけでなく，この先端技術が将来活躍す

る様子を分かりやすく伝える能力であるという

ことでした．近年は技術の目的や仕組みが複雑化

し，容易には理解しがたくなってきているため，

本来先端技術が持っている魅力を感じて頂きに

くくなっていると思います．たとえ経済的な効果

が出るのはだいぶ先であったとしましても，その

技術が拓くであろう魅力的な未来予想図を分か

りやすく提示すると，興味が集まり，人が集まっ

てくると感じました．どうやら評価する側も大変

らしく，分かりにくいと評価や期待値が低下する

傾向があるようです．なんだか科学技術以上にプ

レゼンの技術の方が鍛えられた気がしないでも

ありません．さらに異分野からのご意見も頂きや

すくなったと思います．このように周囲の理解が

深まると「当たって砕けろ」的な先端技術へも挑

戦しやすくなると感じています．最後は，本当に

砕けてしまった場合を恐れない，本人のメンタル

面が肝心かと思いますが，私はその辺はかなり頑

張らねばなりません．そんな中で奨励賞を授与頂

けたことは千万の味方を得た思いで，大変励みに

なりました．長文かつ抽象的な内容で大変恐縮で

したが，今後は皆様にとって魅力的な未来像を描

くよう心がけ，微力ながら先端技術の発展に貢献

したい所存ですので、皆様ご指導ご鞭撻の程，ど

うぞ宜しくお願い申し上げます． 

 
著者略歴: 
昭和５０年６月３日生まれ， 
平成１０年東北大学工学部電子工学科卒業， 
平成１２年東北大学大学院工学研究科電子工学専攻
修士課程修了， 
同年(株)KDDI 研究所に所属． 
以来，石英光導波路を用いた可変分散補償デバイス
の研究に従事． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（会員事業担当: 森塚) 
 


